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■この説明書はセルラインチェッカ（以下本品）を正しく、安全に

ご使用いただくために、取扱い方法や点検方法を説明してい

ます。ご使用前に必ず熟読してください。 

■お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に

必ず保管してください。 
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1．安全上のご注意 

 

●けがや事故防止のため、以下の点は必ず守ってください。 
また、機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。 
お読みになった後は、ご使用になる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。 

●安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分しています。 

：取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こり得て、死亡または重傷を 
受ける可能性が想定される場合。 

：取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こり得て、中程度の障害や 
軽傷を受ける可能性が想定される場合、および物的損害の発生が 

予想される場合。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●感電のおそれあり。探査接続作業を行う際は絶縁用保護具(電気用ゴム手袋、電気安全靴等)

を着用してください。 

●感電・破損・発火のおそれあり。本品の定格以上の出力をもつ太陽電池モジュールに接続し

ないでください。 

●感電・破損のおそれあり。本品を分解したり、改造したりしないでください。 

●感電・破損のおそれあり。水がかかる場所では使用しないでください。 
●感電のおそれあり。本品に付属されたケーブルおよびオプション品以外は使用しないでくださ

い。 
●感電のおそれあり。雷発生が予測されるような場合は、使用しないでください。 

 

 

 危 険 

 注 意 

 危 険 

 注 意 

●破損のおそれあり。付属マグネットプローブを端子台等へ接続する際は確実に行ってくださ

い。 

●破損のおそれあり。長期間使用しない時は、電池を取外して保管してください。 

●破損のおそれあり。本品を接続し探査するストリングは、必ずパワーコンディショナー（PCS）と

の連系を切り離してください。 

●破損のおそれあり。夏場等に車内放置は高温となり製品破損のおそれがありますので十分

注意してください。 
●感電・破損のおそれあり。本品を落下された場合は、内部破損のおそれがあるため、ケース

に破損がないか、動作異常がないか必ず点検後にご使用ください。 
●感電のおそれあり。探査は有資格者（電気主任技術者、電気工事士等）が行ってください。 
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2．商品概要 

 

本品は太陽光発電システムの施工完了時の結線チェックおよびメンテナンス時の各ストリングを構

成する太陽電池モジュールの配置・電気的故障モジュール／故障セルを特定する装置です。 

■ 太陽電池モジュールの配置探査（各ストリングの構成確認） 

■ 未発電および発電量低下モジュールの探査 

・モジュール間配線の断線箇所特定 

・モジュール間コネクタの接触不良箇所特定 

・バイパスダイオード断線モジュール特定 

・クラスタ故障モジュール特定 

・インターコネクタ断線箇所特定 

・バスバー断線箇所特定 

本品は送信器と受信器および各種オプション品から構成され、太陽電池モジュールの電気的故

障箇所の特定が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．特長 

 

■ 信号検出方式により探査のための陰の影響がなく、また日射量が少ない曇りの日でも探査可能

であるため、効率的なメンテナンス作業が可能。 

■ 故障モジュールの特定に加え、セル間のインターコネクタ断線やバイパスダイオードの故障まで判

別できるため、モジュールの故障予知（予防メンテナンス）が可能。 

■ ロッドセンサ（オプション）を使うことで、手が届かない箇所の太陽電池モジュールも直接探査可

能。 
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4．商品の確認 

 
本品がお手元に届きましたら、構成品がすべて揃っているか、外観に損傷がないかを確認してくだ

さい。万一不良品その他お気づきの点がございましたら、すぐにご連絡ください。 

本品の構成は下表のとおりです。 

１-①    １-②     １-③        １-④     １-⑤    １-⑥      １-⑦ 

 

 

 

項番 品名 形式 用 途 員数 

1 標準セット SPLC-A ― ― 

1-① 送信器 SPLC-A-T 

本品の信号生成ユニットです。2-③テストリードを接

続し使用します。信号種類として磁界と電界の 2 種

類の信号を生成します。 

1 台 

1-② 受信器 SPLC-A-R 

本品の信号受信ユニットです。太陽電池モジュール

面にて信号の有無を判別し、受信レベルを表示しま

す。 

1 台 

1-③ 遮光板 ― 
太陽電池モジュールのセルを遮光するゴム板です。

バイパスダイオード故障探査時に使用します。 
2 枚 

１-④ マグネットプローブ SPST-A-F4 

ケーブル一体型で、太陽光発電システム接続箱内

のブレーカ端子もしくはストリング出力端子に接続し

て使用します。          ※赤色、黒色で１組 

― 

１-⑤ 9V 乾電池 ― 送信器、受信器用の電池です。 2 個 

1-⑥ 取扱説明書 ― 注意事項、使用方法を記載します。 1 冊 

1-⑦ キャリングケース ― 上記 1-①～1-⑦を収納します。 1 個 

オプション 

２-① ロッドセンサ SPLC-A-F1 
受信器を手持ちで探査できない部分を探査する場

合の延長用センサです。 
― 

２-② 針状プローブ SPST-A-F3 

2-③テストリードに装着し、太陽光発電システム接

続箱内のブレーカ端子もしくはストリング出力端子に

接触させて使用します。     ※赤色、黒色で１組 

― 

２-③ テストリード SPST-A-F6 

1-①送信器に接続し、片側には 2-④接続クリップを

つけて使用します。1-①送信器によって生成した信

号を各ストリングに信号印加する際に使用します。 

※赤色、黒色で１組、各 1.5m 

1 組 

２-④ 接続クリップ SPST-A-F5 

2-③テストリードに装着し、太陽光発電システム接

続箱内のブレーカ端子もしくはストリング出力端子に

接続する際に使用します。  ※赤色、黒色で１組 

1 組 
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5．仕様 

 
5.1 使用条件 

項 目 使用条件 

使用環境 雨水のかからない場所 

使用温度範囲 ‐10℃～50℃ 

使用湿度範囲 相対湿度 80％以下(結露なきこと) 

保存温度範囲 ‐20℃～60℃ 

5.2 送信器定格 

項 目 使用条件 

定格電源電圧 

送信器：DC9.0V（動作範囲 DC6.5V～DC9.0V） 

（9V 乾電池×1 個使用） 

（マンガン電池、アルカリ電池使用可） 

適用電圧範囲 
磁界モード DC15.0V～DC1000.0V 

電界モード 0V～DC1000.0V(断線探査時は 0V) 

探査方式 
電流消費型（磁界選択時） 

信号注入型（電界選択時） 

信号周波数 5kHz 

動作表示 緑色もしくは青色 LED の点滅、点灯 

寸法(mm) 153(H)×120(W)×50(D) 

質量(g) 約 290(乾電池含む) 

その他機能 

オートパワーオフ機能 

・磁界モード：入力電圧が 10V 以下、かつ釦無操作が 10 分間継続した

場合、電源 OFF 

・電界モード：釦無操作が 2 時間継続した場合、電源 OFF 

5.3 受信器定格 

項 目 使用条件 

定格電源電圧 

受信器：DC9.0V（動作範囲 DC6.5V～DC9.0V） 

（9V 乾電池×1 個使用） 

（マンガン電池、アルカリ電池使用可） 

受信感度切換 
5 段階切換 

および各感度において-20%～+20%の 5 段階微調整 

受信表示 
受信レベル表示：10 個の判定用 LED(緑)の点滅 

LED 点滅に同期したブザー音 

内蔵センサ 
コイルセンサ×1 

電極センサ×1 

寸法(mm) 235(H)×60(W)×30(D) 

質量(g) 約 160(乾電池含む) 

その他機能 
オートパワーオフ機能、マナーモード(消音モード) 

信号未入力状態、かつ釦無操作が 10 分間継続した場合、電源 OFF 
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5. 仕様 

5.4 マグネットプローブ定格 

■マグネットプローブ（形式：SPST-A-F4） 

項 目 使用条件 

ケーブル長(m) 1.5 

耐電圧 1000V CATⅢ 

※ステンレス製・真鍮製等のビスには接続できません。 

 

 

 

5.5 オプション定格 

■ロッドセンサ（形式：SPLC-A-F1） 

項 目 使用条件 

内蔵センサ コイルセンサ×2 (水平、垂直） 

探査時ロッド長 最大 2m（収納時 0.92m） 

収納時寸法(mm) 920(H)×70(W)×60(D) 

質量(g) 約 850(受信器は除く) 

その他機能 

角度可変型センサヘッド 

（モジュール面にセンサ部を押し当てるだけで、自動的にモジュー

ル面とセンサが平行になり、距離による受信感度のずれを防止し

ます） 

付属品 収納袋、ショルダーベルト 

 

 

 

 

 

■針状プローブ（形式：SPST-A-F3） 

項 目 使用条件 

耐電圧 1000V CATⅢ 
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■テストリード（形式：SPST-A-F６） 

項 目 使用条件 

ケーブル長(m) 1.5 

耐電圧 1000V CATⅢ 

 

 

 

 

 

■接続クリップ（形式：SPST-A-F５） 

項 目 使用条件 

耐電圧 1000V CATⅢ 
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6．各部の名称と機能 
 

6.1 送信器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

№ 名 称 機 能 

① 電源スイッチ 
本体の電源 ON／OFF に使用します。 

0.5 秒以上長押しすることで有効となります。 

② BAT-LED 

点灯：電源 ON 時 

点滅：電池残量が少なくなった時 

消灯：電源 OFF 時、もしくは電池が無くなった時 

③ 信号切換スイッチ 
押す毎に「電界」→「磁界」→「電界」→・・・・の順序で切換わります。

探査する内容に合わせて信号出力を選択します。（初期値は磁界） 

④ 
信号表示 LED 

（磁界／電界） 

現在選択中の信号種類を表示します。磁界信号時「青」色、電界信

号時「緑」色を表示します。信号に合わせて 1 秒間に 3 回点滅しま

す。次の状態では常時点灯となります。 

・磁界探査時：⑤からの入力電圧が DC1040V 以上の場合、信号出

力不可（青、緑 LED ともに常時点灯）。 

・電界探査時：⑤からの入力電圧(＋端子，アース間)が 50V 以上の

場合、信号出力不可（緑 LED 常時点灯）。 

⑤ 
マグネットプローブ 

接続コネクタ 

探査に使用するマグネットプローブ(付属品)を接続するコネクタとな

ります。 

マグネットプローブは赤と黒の 2 色があります。「赤」を「+」端子へ、

「黒」を「-」端子へ接続してください。マグネットプローブを差し込む

際は、必ず一番奥まで挿入してください。 

⑥ 乾電池 
9V 乾電池を取付けます。取付の際は極性を確認し確実にセットし

てください。 

③ 

④ 

⑤ 

② 

① 

⑥ 



 9 

6. 各部の名称と機能 

6.2 受信器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 名 称 機 能 

① 電源スイッチ 
本体の電源 ON／OFF に使用します。 

0.5 秒以上長押しすることで有効となります。 

② BAT-LED 

点灯：電源 ON 時 

点滅：電池残量が少なくなった時 

消灯：電源 OFF 時、もしくは電池が無くなった時 

③ センサ切換スイッチ 

押す毎に「外部 1」→「外部 2」→「電界」→「内部」→「外部 1」→・・・・

の順序で切換わります。探査する内容に合わせてセンサを選択し

ます。                      （初期値は磁界の内部） 

④ センサ表示 LED 
現在選択中のセンサを表示します。LED が点灯しているところが選

択中のセンサとなります。 

⑤ 感度切換スイッチ 

押す毎に「感度 2」→「感度 3」→「感度 4」→「感度 5」→「感度 1」

→・・・・の順序で切換わります。感度の数字が大きくなるほど高感

度となり、弱い信号を取り込むことができます。 

（初期値は「感度 1」） 

⑥ 感度切換表示 LED 
現在選択中の感度を表示します。LED 点灯しているところが選択中

の感度となります。 

 

⑦ 
⑤ 

⑥ 
④ 
⑩ 

⑨ 

⑧ 

⑬ 

① 

③ 

⑪ 

② 

⑫ 

⑭ ⑭ 
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6. 各部の名称と機能 
 

№ 名 称 機 能 

⑦ 感度調整スイッチ 

感度切換にて感度を変更後、感度微調整を行いたい時に使用しま

す。△ボタンと▽ボタンがあり、△で感度上昇▽で感度低下となりま

す。感度の調整幅は 10%毎の 5 段階で、-20%～+20%の範囲で調整

可能です。現在調整値は⑩「判定用 LED」にて表示を行います。 

感度と表示 LED 個数の関係は、下表のようになります。 

               （初期値は「±0%」） 

LED 表示数 1 3 5 7 10 

感度調整値 -20% -10% ±0% +10 +20% 
 

⑧ 内部センサ 磁界探査用と電界探査用の 2 種を内蔵しています。 

⑨ 外部センサ接続コネクタ 

オプション品等の外部センサを接続するためのコネクタです。 

※外部センサを接続した状態で、センサ切換を行った場合、選択さ

れているセンサが有効になります。 

⑩ 判定用 LED 
信号を受信した場合点滅します。また感度微調整の表示も行いま

す。 

⑪ ブザー 
電源ON/OFF時、信号受信時、オートパワーオフ警告時に鳴動しま

す。 

⑫ 乾電池 
9V 乾電池を取付けます。取付の際は極性を確認し確実にセットし

てください。 

⑬ ストラップ取付穴 落下防止用にストラップを取付けることができます。 

⑭ ロッドセンサ取付ナット 
ロッドセンサに取付固定用の埋め込みナットです。 

ロッドセンサのローレットビスを使用し固定してください。 
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6. 各部の名称と機能 

6.3 ロッドセンサ(オプション) 

 

 

 

 

 

 

 

№ 名 称 機 能 

① 受信器取付板 
受信器をロッドセンサに取付けるための取付板です。ローレットビ

スにて受信器を取付けることができます。（工具不要） 

② 外部センサケーブル 
受信器と接続するケーブルです。受信器の【外部センサ接続コネ

クタ】へ挿入し使用します。 

③ センサボックス 

磁界検出用センサが配置されています。 

モジュールの設置方向（インターコネクタ方向）に対応するために

縦方向検知と横方向検知の 2 種類を内蔵しています。 

※電界用センサは内蔵しておりません。 

※センサの切換えは、受信器側で行います。 

④ 巻き取り式接続ケーブル 

センサボックスで受信した信号を受信器へ伝送するためのケーブ

ルです。ロッドの長さに合わせて伸縮させることができます。固定

用のマジックテープ付属。 

※伸ばす際は、巻き取り部両側のケーブルを一緒に伸ばしてくだ

さい。片側だけ伸ばすとケーブルが絡まるおそれがあります。 

 

① ④ 
③ 

② 
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7．使用方法 

 
 
 
 

 

7.1 使用上の注意事項 

(1) 電源の投入 

電源投入および停止時は、電源ボタンを 0.5 秒以上長押ししてください。 

(2) 接続時の注意 

接続箱の端子部へマグネットプローブを接続する場合は絶縁用保護具をご使用ください。感電

のおそれがあります。 

送信器へマグネットプローブを挿入する場合、しっかりと一番奥まで挿入してください。挿入が不

十分な場合、接触不良やケーブル脱落による感電のおそれがあります。 

(3) 操作上の注意 

・ 本品は電源切り忘れの防止のため、オートパワーオフ機能を有しています。 

オートパワーオフの条件等は 7.7(1)項（37 ページ）を参照してください。 

・ ロッドセンサ（オプション）を使用する場合は、周囲に電線等がないか十分確認のうえご使用く

ださい。感電のおそれがあります。 

・ 化合物系モジュールでは条件により探査できない場合があります。（ストリング内の並列回路

数が数十回路と多い場合、探査信号が分流し受信器で受信できない場合があります。） 

(4) 取扱の注意 

・ 本品を落下させた場合、ケース破損が無いか動作異常が無いかを点検後ご使用ください。 

・ 本品の BAT 表示が点滅した場合、電池残量が少なくなっておりますので、早めに電池を交換

してください。 

(5) 最大連続動作時間について 

9V アルカリ乾電池とマンガン乾電池を使用した場合の参考動作時間 

 アルカリ乾電池 

・ 送信器  ： 120 時間以上（磁界モード） 

・ 受信器  ： 約 12 時間 

マンガン乾電池 

・ 送信器  ： 約 100 時間（磁界モード） 

・ 受信器  ： 約 4 時間 

※長期間使用されない場合は、電池の液漏れによる故障防止のため電池を取外した状態

で保管してください。 

正しくご使用いただくため必ずご一読ください。  注 意 
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7.2 基本的な使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①ストリングブレーカＯＦＦの状態で送信器のマグネットプローブをモジュール側のブレーカ端子

に接続し、探査信号を印加します。                              【表 1】 

モード 
接続箇所 

送信器 ⇒ 接続箱 

磁界探査 
マグネットプローブ（赤） ⇒ ブレーカ一次側（モジュール側）プラス端子 

マグネットプローブ（黒） ⇒ ブレーカ一次側（モジュール側）マイナス端子 

電界探査 
マグネットプローブ（赤） ⇒ ブレーカ一次側（モジュール側）マイナス端子 

マグネットプローブ（黒） ⇒ 接地端子 

※詳細な磁界探査と電界探査の使い分けは、7.3(2)項（15 ページ）を参照してください。 
 

②受信器のセンサ部を、モジュールのインターコネクタやバスバーの探査したい箇所に当てて

探査します。判定用 LED 表示にて『信号あり／信号なし』を確認し、故障箇所を判断します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
《インターコネクタ探査》 《バスバー探査》 

注意：先端部の磁界センサは指向性があるため、 

必ず本体は配線方向と平行にして探査してください。 

1-8 1-7 1-6 1-5 1-4 

1-3 1-2
 

1-1 

2-5 2-6 2-7 

2-1 

2-2 2-3 

2-4
 

2-8 

磁界探査時 
の接続 

ｱｰｽ 

電界探査時 
の接続 

ｽﾄﾘﾝｸﾞ＃1 

ｽﾄﾘﾝｸﾞ＃2 
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7.使用方法 

7.3 太陽電池モジュールの故障モードに対する対応機能 

 

(1)故障モード対応表                                            【表 2】 

故障現象 故障現象詳細 故障モード 探査項目 

発電量の

低 下 

ストリング出力が出てい

ない。 

※ストリング内のモジュー 

ルを含む直列回路が

断線している。 

モジュール接続コネクタ接続不良、 

またはモジュール間配線の断線 

 

【電界探査】 

・導通不良モジュールの 

接続コネクタまたは配

線の断線の特定 

ストリング出力が低下し

ている。 

※モジュール内の直列

回路が断線している。 

 （クラスタ故障） 

①モジュールのバスバー断線 

②太陽電池セルのインターコネクタ 

完全断線 

③太陽電池セル破損（重度） 

【磁界探査】 

・故障モジュールの特定 

・故障モジュールの故障 

クラスタの特定 

・故障モジュールの故障

セルの特定 

・モジュール内バイパス

ダイオードのオープン

故障検知 

ストリング出力が低下し

ている。 

※モジュール内の直列

回路が一部破損して

いる。 

①太陽電池セルのインターコネクタ一部

断線 

②太陽電池セル破損（軽度） 

 

次ページの『磁界探査と電界探査の使い分け』を確認し、各故障モードにあった探査方法を選択し

てください。 
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7.使用方法 

(2) 磁界探査と電界探査の使い分け 

太陽電池モジュール種類（回路構成）、故障モードごとに探査方法の使い分けが必要となり

ます。 

本品の探査方法として、『電流消費による磁界探査』と『信号注入による電界探査』があり、

使い分けを下表に示します。 

 

モジュールが「全て直列接続」のストリング構成の場合 

（主として結晶シリコン系（単結晶、多結晶）太陽電池モジュール）         【表 3】 

探査内容 磁界探査 電界探査 

ストリング構成（モジュール配置） 
○ 

（7.4.1 項参照） 

○ 

（7.5.1 項参照） 

モジュール間接続の断線、接触不良 × 
○ 

（7.5.2 項参照） 

バスバー断線 
○ 

（7.4.2 項参照） 
× 

インターコネクタ断線 
○ 

（7.4.3 項参照） 
× 

バイパスダイオード断線 
○ 

（7.4.4 項参照） 
× 

 

モジュールが「直、並列接続」のストリング構成の場合 

（主として化合物系（CIS、CIGS）太陽電池モジュール）                【表 4】 

探査内容 磁界探査 電界探査 

ストリング構成（モジュール配置） 
   △ ※1 

（7.4.1 項参照） 

○ 

（7.5.1 項参照） 

モジュール間接続の断線、接触不良 × 
   ○ ※2 

（7.5.3 項参照） 

バスバー断線 
   ○ ※1 

（7.4.2 項参照） 
× 

バイパスダイオード断線 
   ○ ※1 

（7.4.4 項参照） 
× 

※1 ストリング内の並列回路にブロッキングダイオードが設けられている場合（ダイオー 

ドは、集電ケーブル内に含まれている場合もあります）は、並列回路の中でもっとも 

   Voc が高い回路のみが反応し、他の並列回路では未反応になります。探査する 

回路以外の全てのプラス出力コネクタを切離して探査してください。 

※2 各並列回路のプラス出力コネクタを切離して探査してください。 
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7.使用方法 

7.4 磁界探査機能による探査方法 

7.4.1 ストリングを構成するモジュールの配置確認（結晶シリコン系、化合物系モジュール） 
複数のストリングがあり、どのモジュールがストリングを構成しているか分からない場合

に、この機能を使ってストリングのモジュール構成を確認することができます。 
※モジュール間の接続が断線している場合は、磁界でのストリング構成の確認はできませ

ん。7.5.2項の「モジュール間接続の断線、接触不良箇所特定」(30ページ)にて不具合箇

所を特定し、修理後ストリング構成確認作業をしてください。 

2 ストリング構成（一般家庭用）のモジュール配置探査例を下図に示します。 

ご注意 モジュールが直、並列接続のストリングは、7.5 項の「電界探査機能による探査方法」

（28 ﾍﾟｰｼﾞ）が簡単です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【接続方法】 

1． 接続箱にある探査対象ストリングのブレーカを OFF にしてください。 

2． 1 で選択したブレーカの一次側（モジュール側）の端子に付属のマグネットプローブを用いて送

信器を接続します。 （ブレーカと太陽電池モジュール間に端子台等がある場合は、端子台

でも可） 

3． 送信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）送信器の電源を入れます。 

送信器の電源投入と同時に送信器は磁界信号を発生します。（信号表示 LED の磁界側の

LED(青)が点滅を開始します）。 

【探査方法】 

1． 受信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）受信器の電源を入れます。 

2． 電源投入と同時に BAT、磁界内部、感度 1 の LED が点灯します。（図参照） 

3． 感度切換スイッチを操作し、探査対象モジュールの種類にあわせて感度の設定をしてください。

（表 5,6 参照） 

 

 

 

 

 

1-8 1-7 1-6 1-5 1-4 

1-3 1-2
 

1-1 

2-5 2-6 2-7 

2-1 

2-2 2-3 

2-4
 

2-8 

ｽﾄﾘﾝｸﾞ＃1 

ｽﾄﾘﾝｸﾞ＃2 

電源投入時 
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7.使用方法 

4. 受信器先端をマグネットプローブに当て（赤、黒のどちらでも可）、探査信号が探査しようとして

いるラインに印加されているか確認してください。 

5. 受信器先端をモジュール面のインターコネクタまたはバスバーに当てて信号の有無を確認し

てください。 

※ロッドセンサでの探査は 7.7(3)項(37 ﾍﾟｰｼﾞ)を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

【判定方法】 

信号を受信し判定用 LED が点滅（ブザーも断続して鳴ります）すれば対象モジュールです。判定

用 LED が消灯状態であれば別ストリングのモジュールとなります。 

 

ご注意 

・ 探査時の感度については、モジュールの種類やストリング内の並列数等により変更する必要

があります。『ストリング構成探査時』の目安を下表に示します。 

また、必要に応じ「感度調整スイッチ」で感度調整を行ってください。 

 【モジュールタイプが結晶シリコン系（単結晶、多結晶）の場合】           【表 5】 

インターコネクタ数 2 本 3 本 4 本 バックコンタクト 

センサ切換スイッチ 
受信器本体での探査：磁界（内部） 

ロッドセンサでの探査：磁界（外部 1）または磁界（外部 2） 

感度切換スイッチ 感度 2 感度 3 感度 4 感度 3 

 【モジュールタイプが化合物系（CIS、CIGS）の場合】                  【表 6】 

モジュール並列数 2 3 4～10 11～ 

センサ切換スイッチ 
受信器本体での探査：磁界（内部） 

ロッドセンサでの探査：磁界（外部 1）または磁界（外部 2） 

感度切換スイッチ 感度 2 感度 3 感度 4 感度 5 

 

《結晶シリコン系インターコネクタ探査》 

 

※インターコネクタがないバックコンタクトモジュール

は、モジュール種別により反応位置が異なるた

め、セル面を移動して反応が高い位置を確認し、

その位置で信号の有無を確認してください。 

《化合物系バスバー探査》 
 
※モジュール種別により反応位置が異なる

ため、端のバスバー上を移動して反応が

高い位置を確認し、その位置で信号の有

無を確認してください。 
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7.使用方法 

7.4.2 バスバー断線箇所特定（結晶シリコン系、化合物系モジュール） 

太陽電池モジュールにて発電された電力はモジュール内のバスバーを経由して接続箱お

よびパワーコンディショナーへと伝達されます。経由するバスバーが断線した場合、断線バ

スバーの含まれる部分（以下クラスタ）が発電不能となり発電量が低下します。 

下図にバスバー故障時の例を示します。網かけ部がバスバーで、①が断線した場合②の

バイパスダイオードが機能し、モジュールの右半面が発電不能となり出力が低下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で表示している部分がバスバーとなります 

【接続方法】 

1． 接続箱にある探査対象ストリングのブレーカを OFF にしてください。 

2． 1 で選択したブレーカの一次側（モジュール側）の端子に付属のマグネットプローブを用いて送

信器を接続します。 （ブレーカと太陽電池モジュール間に端子台等がある場合は、端子台

でも可） 

3． 送信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）送信器の電源を入れます。 

送信器の電源投入と同時に送信器は磁界信号を発生します。（信号表示 LED の磁界側の

LED(青)が点滅を開始します）。 

【探査方法】 

1． 受信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）受信器の電源を入れます。 

②バイパスダイオード 

①バスバー 
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7.使用方法 

2． 電源投入と同時に BAT、磁界内部、感度 1 の LED が点灯します。（図参照） 

3． 感度切換スイッチを操作し、探査対象モジュールの種類にあわせて感度の設定をしてください。

（表 7,8 参照） 

 

 

 

 

 

 

4． 受信器先端をマグネットプローブに当て（赤、黒のどちらでも可）、探査信号が探査しようとして

いるラインに印加されていることを確認してください。 

5． 受信器先端をモジュール面のバスバーに当てて信号の有無を確認してください。 

※ロッドセンサでの探査は 7.7(3)項(37 ﾍﾟｰｼﾞ)を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【判定方法】 

信号を受信し判定用 LED が点滅（ブザーも断続して鳴ります）すれば正常モジュールです。判定

用 LED が消灯状態であれば異常モジュールとなります。 

 

 

《結晶シリコン系バスバー探査》 

 

※バックコンタクトモジュールはバスバーが見えな

い場合もありますが、上記写真のようにモジュー

ル端を移動し、反応がある位置で信号の有無を

確認してください。 

《化合物系バスバー探査》 

 

※モジュール種別により反応位置が異なる

ため、端のバスバー上を移動して反応が

高い位置を確認し、その位置で信号の有

無を確認してください。 

電源投入時 
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7.使用方法 

簡易測定（結晶シリコン系モジュールのみ） 

結晶シリコン系モジュールの場合、簡易的な測定方法として、下図のように横方向に端ま

で探査し、受信器の信号あり／なしを確認するだけでも、クラスタ単位での故障特定が行え

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

・探査時の感度についてはモジュールの種類やストリング内の並列数等により変更する必要が

あります。『バスバー断線箇所特定時』の目安を下表に示します。 

また、必要に応じ「感度調整スイッチ」で感度調整を行ってください。 

【モジュールタイプが結晶シリコン系（単結晶、多結晶）の場合】            【表 7】 

インターコネクタ数 2 本 3 本 4 本 バックコンタクト 

センサ切換スイッチ 
受信器本体での探査：磁界（内部） 

ロッドセンサでの探査：磁界（外部 1）または磁界（外部 2） 

感度切換スイッチ 感度 1 感度 1 感度 1 感度 3 

 【モジュールタイプが化合物系（CIS、CIGS）の場合】                   【表 8】 

モジュール並列数 2 3 4～10 11～ 

センサ切換スイッチ 
受信器本体での探査：磁界（内部） 

ロッドセンサでの探査：磁界（外部 1）または磁界（外部 2） 

感度切換スイッチ 感度 2 感度 3 感度 4 感度 5 

※施工状態によっては、感度を上げ過ぎた場合、周辺モジュールやモジュール裏面の配線か

らの影響を受け、正常判断できない場合があります。 

○ ○ × × 

クラスタ クラスタ 

信号なしのため、 

クラスタ内の 

何れかの箇所での 

断線と判断できる。 

断線箇所 
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7.4.3 インターコネクタ断線箇所特定 

（結晶シリコン系モジュール  ※バックコンタクトモジュール除く） 

太陽電池モジュール内のセル間をつなぐ複数本（2 本～4 本）配線をインターコネクタと呼

びます。インターコネクタ断線が軽微（少なくとも 1本は正常）な場合、必ずしもストリング出力

が低下するわけではなく、断線していない側のインターコネクタに発電電流が集中し配線が

発熱します（ホットスポット現象）。ホットスポット現象が発生するとモジュール劣化の原因とな

ります。 

下図にインターコネクタ故障の例を示します。①部が断線した場合、残された方のインター

コネクタ②部に発電電流が集中して流れ（回流現象）発熱します。もし①が断線状態で②ま

で断線した場合、電流が流せなくなるため 7.4.2 のバスバー断線と同じ状態になります。 

（下図の場合右半面が発電不能となります） 

また、この場合のインターコネクタ断線を特定するためには、下図のようにインターコネク

タを 1 本 1 本探査し、判定用 LED の点滅個数の変化を確認する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターコネクタ 

① 

② 

信号電流（発電電流）の回流現象 

受信器は、電流が流れない 

この部分のみが反応しません。 
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7.使用方法 

【接続方法】 

1． 接続箱にある探査対象ストリングのブレーカを OFF にしてください。 

2． 1 で選択したブレーカの一次側（モジュール側）の端子に付属のマグネットプローブを用いて送

信器を接続します。 （ブレーカと太陽電池モジュール間に端子台等がある場合は、端子台

でも可） 

3． 送信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）送信器の電源を入れます。 

送信器の電源投入と同時に送信器は磁界信号を発生します。（信号表示 LED の磁界側の

LED(青)が点滅を開始します）。 

 

【探査方法】 

1． 受信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）受信器の電源を入れます。 

2． 電源投入と同時に BAT、磁界内部、感度１の LED が点灯します。（図参照） 

3． 感度切換スイッチを操作し、探査対象モジュールの種類にあわせて感度の設定をしてください。

（表９参照） 

 

 

 

 

 

 

4． 受信器先端をマグネットプローブに当て（赤、黒のどちらでも可）、探査信号が探査しようとして

いるラインに印加されているか確認してください。 

確認ができたら、受信器先端をモジュール面のインターコネクタに沿って移動させ、判定用

LED の点滅数の変化を確認してください。 

※ロッドセンサでの探査は 7.7(3)項(37 ページ)を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【判定方法】 

判定用 LED の点滅数が 0 もしくは減少する場所があれば断線の可能性があります。 

 

《結晶シリコン系インターコネクタ探査》 

インターコネクタ 2 本 

《結晶シリコン系インターコネクタ探査》 

インターコネクタ 3 本 

電源投入時 
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7.使用方法 

ご注意 

・モジュール裏側の接続 BOX 付近は信号が大きく出ることがあります。 

・モジュールの内部配線やモジュール間の接続線が探査箇所に近い場合、感度設定によって

は信号として読み取り、誤表示する場合があります。 

・接地 BOX の位置はモジュールにより異なりますので、探査前に位置を確認してから探査を 

行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・探査時の感度についてはモジュールの種類やストリング内の並列数等により変更する必要

があります。『インターコネクタ断線箇所特定時』の目安を下表に示します。 

 【モジュールタイプが結晶シリコン系（単結晶、多結晶の場合】            【表 9】 

インターコネクタ数 2 本 3 本 4 本 

センサ切換スイッチ 
受信器本体での探査：磁界（内部） 

ロッドセンサでの探査：磁界（外部 1）または磁界（外部 2） 

感度切換スイッチ 感度 2 感度 3 感度 4 

 

※インターコネクタ断線箇所特定の場合、LED 点灯数の変化を確認するため、感度を調整して

探査を行った方が効率的です。感度調整スイッチにて判定用 LED が 5～7 個程度点灯する状

態で探査することを推奨します。 

《モジュール裏側配線》 《モジュール表面での探査》 

× 

○ 

× 

接続線 接続 BOX 接続 BOX（裏側） 接続線（裏側） 
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7.使用方法 

7.4.4 バイパスダイオード断線モジュール特定 （結晶シリコン系、化合物系モジュール） 

太陽電池モジュール面に陰等がかかった場合、そのセルの直列部分（クラスタ）は発電を

行わないため全体的に出力が低下します。そのような状態を回避するためあらかじめダイ 

オードが内蔵されているモジュールがあります。そのダイオードをバイパスダイオードと呼び、

一般的な発電用モジュールのほとんどに内蔵されています。 

下図に付属の遮光板（図中①）を使って模擬的に陰を作った場合の探査用信号電流の流

れ（矢印）を示します。バイパスダイオードが破損していない場合、遮光されていない左側は

すべてのセルが発電し電流が流れるのに対し、右の遮光した側はセルが発電しないため発

電電流は流れず、直列接続された他のモジュールで発電した発電電流は点線で囲んだバイ

パスダイオードを通ります。バイパスダイオードが断線している場合は、この点線部に探査用

信号電流が流れず、遮光状態のセルを探査用信号電流が流れるため、遮光板上で受信器

が反応した場合は、バイパスダイオードが故障しているモジュールとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスタ               クラスタ 

 

結晶シリコン系／化合物系では内部セル構造が異なります。化合物系では、モジュール

全面を遮光しなければバイパスダイオードの故障探査が行えない場合があります。また、モ

ジュールが直、並列接続のストリング構成の場合は、並列回路の接続点を切離してから探

査を行ってください。(詳細は 26 ページの「ご注意」を参照してください。) 

 

 

①遮光板 
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7.使用方法 

【接続方法】 

1． 接続箱にある探査対象ストリングのブレーカを OFF にしてください。 

2． 1 で選択したブレーカの一次側（モジュール側）の端子に付属のマグネットプローブを用いて送

信器を接続します。 （ブレーカと太陽電池モジュール間に端子台等がある場合は、端子台で

も可） 

3． 送信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）送信器の電源を入れます。 

送信器の電源投入と同時に送信器は磁界信号を発生します。（信号表示 LED の磁界側の

LED(青)が点滅を開始します）。 

【探査方法】 

1． バイパスダイオードをチェックするモジュール面のセルを完全に覆うように、付属の遮光板を

配置します。 

2． 受信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）受信器の電源を入れます。 

3． 電源投入と同時に BAT、磁界内部、感度 1 の LED が点灯します。（図参照） 

4． 感度切換スイッチを操作し、探査対象モジュールの種類にあわせて感度の設定をしてください。

（表 10,11 参照） 

 

 

 

 

 

 

5． 受信器先端をマグネットプローブに当て（赤、黒のどちらでも可）、探査信号が探査しようとして

いるラインに印加されているか確認してください。 

確認ができたら、受信器先端をモジュール面に遮光板を置いたクラスタ内のインターコネクタ

やバスバーに当てて信号の有無を確認してください。 

※ロッドセンサでの探査は 7.7(3)項(37 ページ)を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《結晶シリコン系バイパスダイオード断線探査》 

インターコネクタでの探査 

《結晶シリコン系バイパスダイオード断線探査》 

バスバーでの探査 

電源投入時 
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7.使用方法 

ご注意 

・ 遮光時は 2セル以上を完全に遮光してください。セルの一部が遮光できていない場合は、バ

イパスダイオードが完全に動作状態にならず、正常な探査が行えない場合があります。 

（化合物系の場合は、モジュール全面を遮光する必要があります。） 

・ 化合物系モジュールで、モジュールが直、並列接続のストリング構成の場合は、遮光時の

信号の分流を防止するために、探査しない回路は全てプラス出力コネクタを切離してくださ

い。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ モジュールと設置面に隙間がある場合、モジュール裏面には反射光が入り、セル面を遮光

しても、正常な探査が行えない場合があります。この場合には、受信器の感度を下げ、LED

点滅数が 10 個を超えないように設定し、遮光前と遮光後の点滅数の変化を確認してくださ

い。（点滅数に変化がない場合は、バイパスダイオードが故障しています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探査しない回路の出力側コネクタを全て切離す 
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7.使用方法 

【判定方法】 

信号が確認できた場合は、バイパスダイオードの故障です。（遮光した場合、正常であればバイ

パスダイオード経由で電流が流れますので、信号を受信せず判定用 LED は点灯しません。） 

 

・ 探査時の感度についてはモジュールの種類やストリング内の並列数等により変更する必要

があります。『バイパスダイオード断線モジュール特定時』の目安を下表に示します。 

 【モジュールタイプが結晶シリコン系（単結晶、多結晶）の場合】          【表 10】 

インターコネクタ数 2 本 3 本 4 本 バックコンタクト 

センサ切換スイッチ 
受信器本体での探査：磁界（内部） 

ロッドセンサでの探査：磁界（外部 1）または磁界（外部 2） 

感度切換スイッチ 感度 2 感度 3 感度 4 感度 3 

 

 【モジュールタイプが化合物系（CIS、CIGS）の場合】                 【表 11】 

センサ切換スイッチ 
受信器本体での探査：磁界（内部） 

ロッドセンサでの探査：磁界（外部 1）または磁界（外部 2） 

感度切換スイッチ 感度 3 
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7.使用方法 

7.5 電界探査機能による探査方法 

7.5.1 ストリングを構成するモジュールの配置確認 （結晶シリコン系、化合物系モジュール） 
『7.4.1 磁界探査でのストリングを構成するモジュールの配置確認』と同様に、電界探査で

もストリング構成の確認が行えます。 
モジュール間接続が断線している場合等は、磁界探査でのストリング構成確認が行えま

せんので、電界探査にて行ってください。 
※モジュール間の接続が断線している場合は、断線しているモジュールから先のモジュール

では反応しません。ストリング構成の確認をされる場合は注意が必要です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【接続方法】 

1．接続箱にある探査対象ストリングのブレーカを OFF にしてください。 

2．送信器を接続します。1 で選択したブレーカの一次側（モジュール側）のマイナス端子に赤の

マグネットプローブを接続し、黒のマグネットプローブをアース端子へ接続してください。 

3．送信器電源ボタンを押し（0.5 秒以上）送信器の電源を入れます。 

4．送信器の電源投入と同時に送信器は磁界信号を発生しますので、信号切換ボタンを押し電

界モードに切換えます。（信号表示 LED の電界側の LED(緑)が点滅を開始します） 

【探査方法】 

1．受信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）受信器の電源を入れます。 

2．電源投入と同時に BAT、磁界内部、感度 1 の LED が点灯します。（図参照） 

 

 

 

 

 

1-8 1-7 1-6 1-5 1-4 

1-3 1-2
 

1-1 

2-5 2-6 2-7 

2-1 

2-2 2-3 

2-4
 

2-8 

ｱｰｽ端子へ 

接続 

ｽﾄﾘﾝｸﾞ＃1 

ｽﾄﾘﾝｸﾞ＃2 

マイナス端子へ 

接続 

電源投入時 
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7.使用方法 

3．受信器のセンサ切換スイッチにて『電界』に設定、また感度切換スイッチにて『感度 5』に設定

してください。 

4．赤色のマグネットプローブを取付けたブレーカ 1 次側で、そこに接続されているモジュールか

らの電線に受信器先端を当て、探査信号が探査しようとしているラインに印加されているか確

認してください。（黒のマグネットプローブは反応しません） 

確認ができたら、受信器先端をモジュール面に当てて信号の有無を確認してください。 

【判定方法】 

1．信号を受信し判定用 LED が点滅（ブザーも断続して鳴ります）すれば対象モジュールです。判

定用 LED が消灯状態であれば別ストリングのモジュールとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

・受信器は必ず手に持ってご使用ください。受信感度が弱くなることがあります。 

・電界探査時の感度については、条件を問わず『感度 5』に設定してください。 

【全てのモジュールタイプ】                               【表 12】 

センサ切換スイッチ 受信器本体での探査：電界 

感度切換スイッチ 感度 5 

※ロッドセンサでは電界探査は行えません。 

※高感度の「感度 5」で探査を行うため、モジュールの種類や接続状態により、受信レベル

（LED 点滅数）が変化します。従って、点滅数が 10 個を超えないように（5～10 個程度に

なるように）受信器をモジュール面から離し、その距離を維持しながら各モジュールを探

査してください。 

 

 

《結晶シリコン系モジュール表面探査》 《化合物系モジュール表面探査》 
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7.使用方法 

7.5.2 モジュール間接続の断線、接触不良箇所特定 

（モジュール接続が「全て直列接続」のストリング構成の場合） 

シリコン系モジュール（直列接続）にてモジュール間断線が発生すると、ストリング電圧が

0V となり 1 ストリングの発電が止まります。発電総量に大きく影響するため早急な復旧が必

要です。 

 

【接続方法】 

1．接続箱にある探査対象ストリングのブレーカを OFF にしてください。 

2．送信器を接続します。1 で選択したブレーカの一次側（モジュール側）のマイナス端子に赤の

マグネットプローブを接続し、黒のマグネットプローブをアース端子へ接続してください。 

3．送信器電源ボタンを押し（0.5 秒以上）送信器の電源を入れます。 

4．送信器の電源投入と同時に送信器は磁界信号を発生しますので、信号切換ボタンを押し電

界モードに切換えます。（信号表示 LED の電界側の LED(緑)が点滅を開始します） 

【探査方法】 

1．受信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）受信器の電源を入れます。 

2．電源投入と同時に BAT、磁界内部、感度 1 の LED が点灯します。（図参照） 

 

 

 

 

 

3．受信器のセンサ切換スイッチにて『電界』に設定、また感度切換スイッチにて『感度 5』に設定

してください。 

4．赤色のマグネットプローブを取付けたブレーカ 1 次側で、そこに接続されているモジュールか

らの電線に受信器先端を当て、探査信号が探査しようとしているラインに印加されているか確

認してください。（黒のマグネットプローブは反応しません） 

確認ができたら、受信器先端をモジュール表面やモジュール間配線に当てて信号の有無を確

認します。（赤のマグネットプローブを接続したパネル側から探査を開始してください。） 

電源投入時 
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7.使用方法 

【判定方法】 

信号を受信し判定用 LED が点滅（ブザーも断続して鳴ります）すれば接続に問題ありません。

判定用 LED が消灯状態であれば、その前のモジュールとの間で断線の可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

・受信器は必ず手に持ってご使用ください。受信感度が弱くなることがあります。 

・電界探査時の感度については、条件を問わず『感度 5』に設定してください。 

【表 13】 

センサ切換スイッチ 受信器本体での探査：電界 

感度切換スイッチ 感度 5 

※ロッドセンサでは電界探査は行えません。 

※高感度の「感度 5」で探査を行うため、モジュール面と配線では、受信レベル（LED 点滅

数）が変化します。従って、点滅数が 10 個を超えないように（5～10 個程度になるように）

受信器をモジュール面または電線から離し、その距離を維持しながら各部を探査してくだ

さい。 

 

 

パワコンへ 

信号なし 信号あり 

《モジュール表面探査》 《接続ケーブル探査》 

電界センサに指向性はあ

りませんが、受信器先端

部を電線に密着して探査

してください。 

マイナス端子へ接続 



 32 

7.使用方法 

7.5.3 モジュール間接続の断線、接触不良箇所特定 

（モジュール接続が「直、並列接続」のストリング構成の場合） 

 

（1)探査概要 

 化合物系モジュールのストリングは、一般的に直・並列接続回路で構成されています。従っ

て、各並列回路に探査電界が回り込むのを防止するために、並列回路のプラス側コネクタを

切離して探査を行う必要があります。手順としては、『磁界探査』と『電界探査』を組合せて探

査する方法と 35ﾍﾟｰｼﾞの「ご参考」に記載しています『電界探査』のみで探査する方法がありま

す。 

 

【磁界探査→電界探査方法】 

①『磁界探査』にて、どの並列部が断線しているか確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②『電界探査』にて、どのモジュール間が断線しているか確認します。 

ただし、信号の回り込みを無くすため、探査する回路のプラス側出力コネクタを切離す

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワコンへ 

故障箇所 

信号あり 

信号あり 

信号なし 

パワコンへ 

電界探査時 
開放 

信号なし 信号あり 
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7.使用方法 

 （2）探査詳細 

①断線並列回路特定探査（磁界探査） 

【接続方法】 

1．接続箱にある探査対象ストリングのブレーカを OFF にしてください。 

2．1 で選択したブレーカの一次側（モジュール側）の端子に付属のマグネットプローブ 

を用いて送信器を接続します。 （ブレーカと太陽電池モジュール間に端子台等がある場合

は、端子台でも可） 

3．送信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）送信器の電源を入れます。 

送信器の電源投入と同時に送信器は磁界信号を発生します。（信号表示 LED の磁界側の

LED(青)が点滅を開始します）。 

【探査方法】 

1．受信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）受信器の電源を入れます。 

2．電源投入と同時に BAT、磁界内部、感度 1 の LED が点灯します。（図参照） 

3．感度切換スイッチを操作し、探査対象モジュールの種類にあわせて感度の設定をしてくだ

さい。（表 14 参照） 

 

 

 

 

 

4．受信器先端をマグネットプローブに当て（赤、黒のどちらでも可）、探査信号が探査しようと

しているラインに印加されているか確認してください。 

5．確認ができたら、受信器先端をモジュール面のバスバーに当てて、信号の有無を確認して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【判定方法】 

信号を受信し判定用 LED が点滅（ブザーも断続して鳴ります）すれば接続に問題ありません。

判定用 LED が消灯状態であれば、そのモジュールが含まれる回路にて断線の可能性があり

ます。 

《化合物系バスバー探査》 

 
※モジュール種別により反応位置が異なる

ため、端のバスバー上を移動して反応が

高い位置を確認し、その位置で信号の有

無を確認してください。 

電源投入時 
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 7.使用方法 

②断線箇所特定探査（電界探査） 

【接続方法】 

1．接続箱にある探査対象ストリングのブレーカを OFF にしてください。 

2．送信器を接続します。1 で選択したブレーカの一次側（モジュール側）のマイナス端子に赤

のマグネットプローブを接続し、黒のマグネットプローブをアース端子へ接続してください。 

3．送信器電源ボタンを押し（0.5 秒以上）送信器の電源を入れます。 

4．送信器の電源投入と同時に送信器は磁界信号を発生しますので、信号切換ボタンを押し

電界モードに切換えます。（信号表示 LED の電界側の LED(緑)が点滅を開始します） 

【探査方法】 

1. ①断線並列回路特定探査（磁界探査）にて判定用 LED が点滅しなかった並列回路のプラス

側出力コネクタを切離します。 

2. 受信器の電源ボタンを押し（0.5 秒以上）受信器の電源を入れます。 

3. 電源投入と同時に BAT、磁界内部、感度 1 の LED が点灯します。（図参照） 

 

 

 

 

 

4. 受信器のセンサ切換スイッチにて『電界』に設定、また感度切換スイッチにて『感度 5』に設

定してください。 

5.赤色のマグネットプローブを取付けたブレーカ 1 次側で、そこに接続されているモジュールか

らの電線に受信器先端を当て、探査信号が探査しようとしているラインに印加されているか

確認してください。（黒のマグネットプローブは反応しません） 

確認ができたら、受信器先端をモジュール表面やモジュール間配線に当てて信号の有無を

確認します。（赤マグネットプローブを接続したパネル側から探査を開始してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【判定方法】 

信号を受信し判定用 LED が点滅（ブザーも断続して鳴ります）すれば接続に問題ありませ

ん。判定用 LED が消灯状態であれば、その前のモジュールとの間で断線の可能性があり

ます。 

《化合物系モジュール表面探査》 《モジュール間配線探査》 

電源投入時 
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7.使用方法 

ご注意 

・探査時の感度はモジュールの種類やストリング内の並列数等により変更する必要がありま

す。『モジュール間接続の断線、接触不良箇所特定時』の目安を下表に示します。 

①断線並列回路特定探査(磁界探査)                            【表 14】 

モジュール並列数 2 3 4～10 11～ 

センサ切換スイッチ 受信器本体での探査：磁界（内部） 

感度切換スイッチ 感度 2 感度 3 感度 4 感度 5 

 

②断線箇所特定探査（電界探査）                                  【表 15】 

センサ切換スイッチ 受信器本体での探査：電界 

感度切換スイッチ 感度 5 

※ロッドセンサでは電界探査は行えません。 

※高感度の「感度 5」で探査を行うため、モジュール面と配線では、受信レベル（LED 点滅

数）が変化します。従って、点滅数が 10 個を超えないように（5～10 個程度になるように）

受信器をモジュール面または電線から離し、その距離を維持しながら各部を探査してくだ

さい。 

 

ご参考 

      並列接続回路のプラス側出力コネクタを全て切離せば、電界探査のみで行うこともできます。 

      【電界のみでの探査方法】 

パワコンへ 

電界探査時には、プラス出力側 
コネクタを全て切離す 

信号なし 信号あり 

マイナス端子へ接続 
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7.使用方法 

7.6 故障探査時の感度切換設定一覧 

 

磁界探査時の感度設定 

【モジュール接続が「全て直列接続」のストリング構成の場合】 

（主として結晶シリコン系（単結晶、多結晶）太陽電池モジュール）               【表 16】 

インターコネクタ数 2 本 3 本 4 本 バックコンタクト 

ストリング構成探査時 感度 2 感度 3 感度 4 感度 3 

モジュール間接続の断線、接触不良

探査時 
― ― ― ― 

バスバー断線探査時 感度 1 感度 1 感度 1 感度 3 

インターコネクタ断線探査時 感度 2 感度 3 感度 4 ― 

バイパスダイオード断線探査時 

（インターコネクタ部探査） 
感度 2 感度 3 感度 4 感度 3 

 

【モジュール接続が「直、並列接続」のストリング構成の場合】  

（主として化合物系（CIS、CIGS）太陽電池モジュール）                      【表 17】 

モジュール並列数 2 3 4～10 11～ 

ストリング構成探査時 感度 2 感度 3 感度 4 感度 5 

バスバー断線探査時 感度 2 感度 3 感度 4 感度 5 

バイパスダイオード断線探査時 

（バスバー部探査） 
感度 2 感度 3 感度 4 感度 5 

※上記感度はあくまで目安であり、モジュール構成や劣化度合いによっては感度を調整して探

査をする必要があります。（判定用 LED が 5～9 個点灯での探査が最適です。） 

※施工状態によっては、感度を上げ過ぎた場合、周辺モジュールやモジュール裏面の配線から

の影響を受け、正常判断できない場合があります。 

 

 

電界探査時の感度設定 

【全てのモジュールタイプ】               【表 18】 

ストリング構成探査時 感度 5 

モジュール間接続の断線、接触不良 感度 5 
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7.使用方法 

7.7 その他機能 

(1)オートパワーオフ機能 

受信器：信号未入力状態、かつボタン無操作が 10 分間継続した場合、オートパワーオフ機

能が働き電源 OFF します。 

送信器：電界モード状態では、ボタン無操作が 2 時間継続した場合、オートパワーオフ機能

が働き電源 OFF します。 

磁界モード状態では、入力電圧が 10V 以下、かつボタン無操作が 10 分間継続し

た場合、オートパワーオフ機能が働き電源 OFF します。 

 

(2)マナーモード（消音）機能 

探査場所が住宅地等でブザー鳴動音が問題となる場合、鳴動音を止めることができます。 

停止方法：受信器の電源投入を行う際【センサ切換スイッチ】と【感度切換スイッチ】を押した

状態で電源を投入します。 

復帰方法：電源ボタンのみ押して、再起動してください。 

 

(3)ロッドセンサ（オプション品） 

手が届かず受信器では直接探査できないようなモジュールを探査する時に使用する延長

棒です。アルミニウム製で軽量、工具無しで延長収縮が可能。受信器の取付け取外しも工

具無しで可能です。 

ロッドセンサを使用する場合、受信器のセンサ切換は『磁界 外部 1（縦方向に移動）』もし

くは『磁界 外部 2（横方向に移動）』に切換えてご使用ください。 

その他、送信器の接続方法、および受信器の感度設定等は、受信器のみで行う場合と同

じ設定で探査可能です。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ロッドセンサ探査》 

ロッドセンサ先端のセンサ部分とセルラインチェッカを結ぶ LAN ケーブルで、付属品

(自動巻取り LAN ケーブル 2M)以外の物を使用されて探査を行う際、LAN ケーブルが

垂れてモジュール等に接触しないようご注意ください。 

ケーブルによっては受信器の反応が悪くなることがあります。 

 

  注意 
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7.使用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《横方向移動》 

受信器センサ切換：磁界（外部 2） 

 

注：センサボックスの金具部付近に横方向センサを 

実装しています。 

探査する場合は、金具付近をインターコネクタに 

合わせ、移動させてください。 

 

※化合物系のバスバー探査の場合、モジュール種

別により反応位置が異なるため、端のバスバー

上を移動して反応が高い位置を確認し、その位

置で信号の有無を確認してください。 

《縦方向移動》 

受信器センサ切換：磁界（外部 1） 

 

注：センサボックス縦軸の中心に縦方向センサを

実装しています。 

探査する場合は、センサボックス中心をイン 

ターコネクタに合わせ、移動させてください。 

 

※インターコネクタがないバックコンタクトモジュー

ルは、モジュール種別により反応位置が異なる

ため、セル面を移動して反応が高い位置を確

認し、その位置で信号の有無を確認してくださ

い。 

《受信器取付（取付部）》 

《受信器取付（裏面）》 

 

ローレットビスにて固定し、外部センサ 

ケーブルを接続してください。 

ローレットビス 

外部センサケーブル 
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8．故障かな？と思ったら 

 

修理を依頼する前に、もう一度以下の表をご確認ください。 

それでも改善しない場合は弊社オフィス、またはお客様サービスセンターへお問合せください。 

なお、弊社ホームページからもお問合せできます。（裏表紙参照） 

 現 象                      確 認 項 目               参照ページ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電池の＋，－は間違えていませんか。 

（電池は正常に装着されていますか） 

・電源ボタンを（0.5 秒以上）押されましたか。 

・電池の残量に問題ないですか。 

受
信
器
に
反
応
が
な
い 

磁
界
モ
ー
ド 

・ブレーカの一次側（モジュール側）端子に 

マグネットプローブ（赤・黒）が接続されていま

すか。 

・送信器にマグネットプローブが挿入されていま 

 すか。 

・受信器・送信器のモード切替が『磁界モード』 

 になっていますか。 

・受信器の探査向きはあっていますか。 

・受信器の感度は適切ですか。 

電
界
モ
ー
ド 

受
信
器
に
反
応
が
な
い 

・ブレーカの一次側（モジュール側）のマイナス 

端子にマグネットプローブ（赤）、アース端子に

マグネットプローブ（黒）が接続されていますか。 

・送信器にマグネットプローブが挿入されていま 

 すか。 

・受信器・送信器のモード切替が『電界モード』に 

 になっていますか。 

・受信器の感度は 5ですか。 

 

 

 ロ
ッ
ド
セ
ン
サ
（
オ
プ
シ
ョ
ン
品
） 

受
信
器
に
反
応
が
な
い 

・ブレーカの一次側（モジュール側）端子に 

マグネットプローブ（赤・黒）が接続されていま

すか。 

・送信器にマグネットプローブが挿入されていま 

 すか。 

・受信器のセンサ切替は『磁界 外部 1』もしくは 

 『磁界 外部 2』になっていますか。 

・受信器の感度設定は適切ですか。 

電
源
が
入
ら
な
い 

－ 

 

P12 (1) 

P12 (5) 

 

磁界 

探査 

各ページ 

 

P36 

 

電界 

探査 

各ページ 

 

P36 

 

 

 

P36,38 

P13 
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9．保証期間 
 

 
納入後 1 年間といたします。 

 

 

 
10．保証範囲 
 

保証期間内に正常な使用状態で、当該製品に原材料および製造上の不具合が発生した場合には、

無償で修理いたします。 

但し、次に該当する場合は無償修理保証の対象から除外させていただきます。 

 
①ご使用者側における不注意および天災地変により不具合が生じた場合 

②当社または当社が委嘱したもの以外の改造および修理に起因する故障が生じた場合 

 
なお、ここでいう保証とは、納入製品自体の保証を意味するもので、納入品の故障によって誘発さ

れる二次的な損害等の補償についてはご容赦いただきます。 

 

 



ＭＥＭＯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＥＭＯ 
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